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　心臓CTは，冠動脈評価を目的とする
冠動脈CTAとして，臨床の場に広く普及
しており，狭心症の原因となる冠動脈の
有意狭窄病変検出やプラーク性状評価を
目的として実施されている。冠動脈CTア
ンギオグラフィ（以下，CTA）以外では，
負荷心筋CTパーフュージョン（以下，
CTP）の研究が盛んに行われており，近年
では多施設共同研究において心筋虚血評
価を主目的とした心筋CTPの有用性が報
告されている 1）。われわれの施設でも，
16列CTの時代から負荷心筋CTPについ
て研究し，報告してきた。さらに，遅延
造影CTによる心筋性状評価やストレイン
CTによる壁運動評価なども研究されてい
る。一度の心臓CT検査内で，これらのさ
まざまな撮影を組み合わせた包括的心臓
CT検査を実施することで，心臓に対する
多面的な評価を行うことが可能となって
きた。撮影が増えることで被ばく量の増加
が問題とされてきたが，低管電圧撮影や

逐次近似再構成法の発達，ノイズ除去技
術（フィルタなど）を組み合わせることに
よって，被ばく量を低減しながら評価に
適した画質を得ることが可能となってき
ている。
　2018年4月の診療報酬改定によって，
安定狭心症への経皮的冠動脈インターベ
ンションの要件に機能的虚血評価が重要
な項目として加えられた。経皮的冠動脈
インターベンション施行の前に，目的とす
る狭窄病変が機能的虚血の原因であるこ
との確認が求められている。負荷心筋
CTPを含む包括的心臓CT検査は，機能
的虚血についての情報を冠動脈の情報と
同時に得られるため，狭窄病変と機能的
虚血の関連について有用な情報を得られ
る可能性がある。本稿では，包括的心臓
CT検査の実情について，当院の撮影プロ
トコールを示して解説する。また，その展
望として，負荷心筋CTPの解析方法につ
いて解説する。

包括的心臓CT検査の
プロトコール概要

　ひとくちに包括的心臓CT検査と言っ
ても，CT装置の特性や検査目的，考え
方によって，組み合わせる検査の種類
や撮影方法に多様な選択肢がある。当
院で採用しているプロトコールは，心筋
全体のダイナミックCTPを冠動脈CTA
と同じ検査内で撮影することが主な特徴
である。現在，当院では256列マルチス
ライスCTの「Brilliance iCT」（フィリッ
プス社製），2管球CTの「SOMATOM 
Force」（シーメンス社製），320列CT
の「Aquilion ONE」（キヤノンメディカ
ルシステムズ社製）の3台のCTが稼働
しているが，いずれの機種においてもダ
イナミックCTPを含む撮影が可能であ
る。
　当院で行っている包括的心臓CT検
査の共通プロトコールを示す（図1）。こ
の図に示されるプロトコールは当院で使
用する3機種に共通のもので，それぞれ
の機種の特性に応じて撮影モードなどに
異なる点はあるが，基本的な順序や撮影
項目は同じである。
　まず，非造影のカルシウムスコア用
CTを，冠動脈が十分含まれるように撮
影する。その後，希釈造影剤を使用し
たテストインジェクション撮影を行い，
負荷心筋CTPと冠動脈CTAの撮影タ
イミング・造影剤の希釈率などを決定
する。ATP負荷を3分間行い，ダイナ
ミック撮影で負荷心筋CTP撮影を行う。
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